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学習の「質」を評価する 
パフォーマンス評価

活用する力を評価するパフォーマンス評価　　石井英真
看護学教育におけるパフォーマンス評価　　石川倫子
「わかる」から「使える」技術へのスムーズな移行を目指した看護技術評価　　菅山明子
パフォーマンス評価による知識の再構成─実習の総括に活用して　　安田千鶴／大野澄子ほか

第 2特集　看護学生論文・エッセイ
【連載】
専任教員養成講習会における eラーニング活用後の報告・4（最終回）　　阿部志真
看護学生・新人看護教員を対象としたリスクアセスメントトレーニング・4　　斉藤美奈子／石川雅彦
心一文字・7　　園家文苑＋水戸優子
ナースよ，リアリストたれ！　中西睦子が語る看護と教育・8　松澤和正／中西睦子
看護実践力を育む教育方法の開発　日本赤十字広島看護大学の試み・13（最終回）　　迫田綾子ほか
看護はやっぱり面白い !?　アラフォー女子大生の「看護」探求の日々・20　　片山紀子
Mail From USA─『JNE』を読み，世界の看護教育の流れを知る・64　　喜吉紘子

8

●私が子どもの頃育った地域には，いわゆる「はみ出し者」的な
人がかなり多く住んでいました。ダウン症の人や身体障害者に
混じって，今から考えると明らかに認知症なんだろうと思える
お年寄りもけっこういました。が，子どもの頃の私は，特集原
稿で戸村さんも書かれていたように，ただただ「変な人」「怖い
人」という認識でしかありませんでしたし，きっと親もそうだっ
たと思います。●ただ，今後高齢化が進むに連れ，認知症の人
に出会う機会は，昔に比べて格段に多くなるはずです。これも
戸村さんが書いているように，「精神看護を義務教育に」という
考え方は案外早く現実になる可能性もあります。そうなったと
き，その人たちを教える看護師を，読者の皆さんがいま教えて
いると考えると，精神看護教育に向き合う姿勢もより前向きに
なるのではないでしょうか。 …大野

●梅雨前の湿っぽい空気が漂う紫陽花の季節ですね。私は大阪
の泉州地域の出身で，この季節はシャコがよく（大量に）食卓に
並びましたが，一部を除きほとんどの地域の方から理解し難い
との反応があります。上京して 4年目。いつの間にか私の方で
も，大量のシャコを思い起こせば，懐かしさと同時にシュール
なものを見る気持ちとなります。こうして人は適応していくの
でしょうか。●今号の中西睦子先生のお話に出る，「現実には
患者がナースに適応している」という言葉をかみしめました。
街でも人でも学校や会社でも，本当に適応しているのは人と環
境，どちらでしょう。中西先生は，一方の目線を固定化して考
えるな，とおっしゃっているように私は読みました。いい雑誌
とは何か，考えるヒントにもしたいと思います。 …番匠
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ピアの力を信じよう
学生同士で教え合うしくみの活用

学生から看護師への 
ホップ！ステップ！を支える教育
国試対策から，学ぶ習慣のつけ方まで

ピアとは「仲間，同士」のこと。学生自身が学び合い教え合
う教育スタイルでは，この言葉がよく用いられます。教育
において，「教え込む」のではなく「共に学ぶ」ほうがより効
果的であることがよく知られるようになった現在，ピアの
力を活用して学びを深めるさまざまな方法の採用が増えて
いるように思います。
看護の世界では，性教育において「ピア・エデュケーショ
ン」が，患者指導において「ピア・ラーニング」が，言葉とし
てよく聞かれますが，教育そのものにおいて「ピア」を本格
的に活用しているケースはまだ多くはありません。しかし，
「教えることで学ぶ」を日々経験されている看護教員の皆さ
んは，このような教育の効果は十分おわかりのはず。本格
的なものではなくても，ぜひともピアの力を信じて，学生
同士が学び合う方法を多く取り入れていっていただきたい
と思います。
もちろん，先生同士もピアだということもお忘れなく。

■“ピア”の力を活かす試み　指導実習を中心に
 …… 久保真知子／酒田紀葉子／北山敬子

■5年一貫看護師養成課程におけるピアの力を
活かした取り組み …………………難波寛子

■教え・学び合う『課題学習法』を活用したピ
ア・ラーニング─小児看護方法論の取り組
みと評価 …………………………金城やす子

■解剖生理学演習におけるピア・エデュケー
ションの試み …………………………東照正

■大規模講義で行うアクティブラーニング　ピ
ア・インストラクション ……………蒋　妍

■対話で理解を深化させる授業デザイン
 ………………………………… 三宅なほみ

■ピア・ラーニングを支える環境─主体的な
学びを促進する学習環境としてのラーニン
グ・コモンズ ………………………山田礼子

教育の通過点としての国試，最低限の質保証としての国試，
立場や見方によって「看護師国家試験」の位置づけはさまざ
までも，その合格が看護師となるための必要条件であるこ
とに変わりはありません。どの養成所も避けて通ることは
できず，それゆえ，国試との向き合い方を考えながら，教
育のあり方を考えることになります。「教員のための国試対
策」と題して 2013年秋に開催された「医学書院看護教員『実
力養成』講座」では，「国試対策」をキーワードに看護基礎教
育をめぐる幅広い議論が展開されました。その内容は受験
を間近に控えた学生を対象にした“対策”に留まらず，出題
基準の改定点，国試が受験者に求める能力，入学時からの
学生指導，学校の文化醸成にまで及びました。本特集では
3名の講師による講座のダイジェストとともに，その指導
を受け現在は臨床で働く卒業生からのコメント，講座の参
加者の声を紹介します。次の国試対策を改善するヒントを
得ていただくと同時に，少し先を見据えて自校の教育のあ
り方を考える機会にしていただきたいと思います。

■国試対策は学生が入学したときから始
まっている……………………島田千恵子
■国家試験で問われる能力をどう育成する
か…………………………………池西静江
■誠実を胸に刻むこと，ともに未来を語る
こと……………………………大日向輝美
■合格へ導くために教員全員で支援………
…………………………………… 尾田恵
■学生自身が主体であることを意識づける
─国家試験対策での学校の役割………
………………………………… 船場清三
■看護師国家試験全員合格に向けた取り組
み…………………………………畠山幸喜

【2014年 4月号（Vol.55 No.4）】

「おかしいな」と	 	
思ったときの学生指導

【2014年 3月号（Vol.55 No.3）】

さまざまなアプローチに	
よるリフレクション

【2014年 2月号（Vol.55 No.2）】

効果的な授業の	 	
工夫としての eラーニング

【2014年 1月号（Vol.55 No.1）】

授業研究のすすめ
【2013年 12月号（Vol.54 No.12）】

移動介助技術の指導方法
ボディメカニクスを実践に活かす

【2013年 11月号（Vol.54 No.11）】

助産師教育の現状と課題
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